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令和３年９月28日（火）午後１時30分～午後２時55分 

黒部市役所203会議室 

 

教 育 長 中  義文 

教育委員 雪山 俊隆（教育長職務代理者） 

教育委員 泉  博美 

教育委員 紙谷 真紀 

教育委員 浅野 詠子 

教育部長                 高野  晋 

学校教育課長・学校給食センター所長    林  茂行 

生涯学習文化課長             中湊 栄治 

スポーツ課長               橋本 正則 

図書館長                 寺林 佳子 

こども支援課長              島田 恭宏 

学校教育班長               平田  恩 

学校教育課主幹              舘野 敬子 

生涯学習文化課主幹            幸林 理恵 

学校給食センター主幹           松平真由美 

学校教育課長補佐             前林 丈雄 

 

なし 

 

（会議冒頭「市民憲章」朗唱） 

 

只今から、黒部市教育委員会９月定例会を開会します。「議事録の署名について」は、

私が署名します。次に、「８月定例会の議事録」について、訂正・質問等がありましたら

お願いします。 

 

（質問なし） 

 

 特にないようでありますので、記載のとおりとして議事録に署名することとします。 

 次に教育長報告をいたします。 

 

１ 所管事業の状況報告について（行事等） 

(1) ９月 ７日(火) 中学校体育大会（各中学校） 

(2) ９月28日(火) (仮称)くろべ市民交流センター新築工事 安全祈願祭（建設予定地） 

 

２ 出席した会議等の概要報告について 

(1) ９月14日(火) 第38回カーター記念黒部名水マラソン代表者会議（市役所） 

(2) ９月24日(金) 第38回カーター記念黒部名水マラソン第４回実行委員会（市役所） 

 

３ 所管事務に関する問題・情報等について（児童・生徒の安全･安心に関すること） 

〔前回会議以降、今回会議までの間〕 

(1) 児童・生徒の交通事故等 

○交通事故（なし） 

○その他の事故等（４件） 

(2) 不審者情報等（なし） 
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(3) 鳥獣出没情報（なし） 

(4) いじめの認知件数及び指導の経過（８月報告分） 

①小学校（新規認知件数０、指導中９、解消０） 

②中学校（新規認知件数０、指導中１、解消０） 

(5) 令和３年度在籍児童・生徒・園児数及び学級数（令和３年９月１日現在） 

①小学校 児童数2,036人（前月比 ６人増） 

②中学校 生徒数1,072人（前月比  同数） 

③幼稚園 園児数00 52人（前月比 １人増）※こども園含む 

(6) 新型コロナウイルス感染症関連情報 

［教育委員会所管施設・学校行事等の対応］ 

 ○学校行事等の対応 

 

以上、教育長報告としますが、質問がありましたらお願いします。（なし） 

 次に報告事項に移ります。はじめに「報告第１号 令和３年度教育委員会事務の点検・

評価（令和２年度事業分）の諮問について」報告願います。 

 

 それでは、「報告第１号 令和３年度教育委員会事務の点検・評価（令和２年度事業分）

の諮問について」ご説明します。昨年度、令和２年度の事業分ということで、黒部市教

育振興協議会規程第２条に基づき、黒部市教育振興協議会に諮問するものです。今回の

対象事業数は56件となります。各課等の事業があり、それぞれ自己評価等をしています

が、これらについて協議会に対し説明し、委員の方々から色々なご意見等を賜りながら、

作成を進めることになります。内容については、３つの大項目に分かれており、10月中

に２日間にわたって会議を開催し、内容等の点検、確認を行う予定です。説明は以上で

す。 

 

 今、部長から概略についての説明がありましたが、詳細は別にまとめた冊子に内容等

が記載されています。ここで、全てを確認することは時間的に難しいですが、色々なご

意見、修正等があればお願いしたいと思います。冊子の１ページ目に自己点検・評価基

準の考え方が記載されており、これに従って自己評価されているので、参考にして冊子

を見ていただければと思います。あくまでも、これは令和２年度事業分であり、コロナ

により今までと違う部分があると思いますので、例年どおりとは同じようにはならない

部分もあるかもしれません。一読していただき、ご意見等があれば、委員会事務局へ連

絡いただければと思います。字句の修正等を含め、お願いします。膨大な量になります

が、皆さんから、今この場で確認したいことなどがあればお願いします。 

 

 しっかりと資料を読んでみたいと思います。 

 

 そうですね。昨年度もコロナ禍ということで、その状況が続いている中、評価をどの

ようにすればよいか、あるいは来年度の予算についての検討材料になると思うので、事

業内容が現在の状況にあっているか、コロナ対策のための事業への集中的な予算配分や

事業内容の見直し、事業の削減といった様々な観点でもって資料を確認したいと思いま

す。 

 

 今ほど委員からありましたように、この報告書により来年度の予算に影響してくるも

のもあるかもしれません。ただし、この報告書はあくまで令和２年度の事業内容をまと

めたものであり、新たに何か事業を追加してコロナ対策を図っていくというものではあ

りません。完了した事業内容についての報告書でありますが、将来につながるところも

ありますので、また色々なご意見を聞かせていただければと思います。 

 次に、「報告第２号 令和４年度保育所・幼稚園・こども園等の入所受付けについて」

報告願います。 
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 それでは、「報告第２号 令和４年度保育所・幼稚園・こども園等の入所受付けについ

て」ご説明します。来月１日から入所申込書類の配布を行い、13日から29日までの間、

入所申込を受け付ける期間とするものです。来年度からの主な変更点について、若干ご

説明します。資料中にある「Ｒ４認定こども園に移行予定園」についてです。民間で運

営されている大布施保育所は、現在建て替え中であり、今年度末に完成し、来年度から

幼保連携型認定こども園に移行が予定されています。また、石田こども園については、

来年度から民営化し、幼保連携型認定こども園として運営される予定です。石田こども

園は、令和５年９月から新たな園舎で保育教育が行われる予定です。認定こども園とい

うのは、保育所と幼稚園双方の機能を有し、保護者の就労の如何に関わらず、入所が可

能となることが大きなメリットと言われています。保育所としての生地こども園、石田

こども園は、それぞれ生地幼稚園、白鷹幼稚園を併設することにより、認定こども園と

同様のメリットをこれまで生み出してきました。今般の大布施保育所と石田こども園の

幼保連携型認定こども園に移行することにあわせ、生地こども園についてもこの際に幼

保連携型認定こども園に移行したいと考えています。このことにより、生地幼稚園、白

鷹幼稚園、保育所としての生地こども園と石田こども園は、年度末をもって廃止される

こととなります。色々とご説明しましたが、入所児童、あるいは保護者にとっては大き

な変更はありませんので、その点を申し添えます。説明は以上です。 

 

 幼保連携型認定こども園を中心に説明がありましたが、何か質問があればお願いしま

す。本市では「こども園」と今まで呼称してきましたが、いわゆる「幼保連携型認定こ

ども園」とは違うものです。今後、国レベルにあわせて運営していくということです。

国の所管について課長から説明してもらえればと思います。 

 

 これまでの、例えば生地こども園については、生地幼稚園は文部科学省の所管、保育

所としての生地こども園は厚生労働省の所管となり、双方の様々な規制といいますか、

基準に基づいて運営してきました。今後は、保育所と幼稚園の両方の機能を併せ持った

認定こども園として内閣府の所管の施設となり、単一、一つの基準で運営されることに

なります。事務的にも二つあった条例が一つの条例となるなど、色々な適用基準が一つ

になるということで、保護者、児童にはあまり関係がありませんが、担当する事務職員

や園で働く職員にとっては、少しメリットがあるのかなと思っています。 

 

少し説明を加えましたが、改めて、何か質問があればお願いします。 

 

 保護者からすれば今まで同様に子どもを預かってもらえるということで変わりはない

とのことですが、どこの省庁が所管するのかについては、事務手続き上の利便性といっ

たものがあり、取り組みやすい方向に向かったと推測されます。内閣府が所管する認定

こども園になるということで、大きく融通が利く部分や今までなかった負の部分、児童

や保護者にとってのデメリット、メリットといったものが大きく見えてくることは今後

ありそうでしょうか。 

 

 少し細かい話になりますが、令和元年10月から幼稚園の授業料や保育所の保育料を無

償化する制度が始まりました。これは、満３歳になった子どもが対象となりますが、こ

れまで黒部市では満３歳になった翌年の４月から無償化の対象としていました。これが、

幼保連携型認定こども園になると、内閣府の所管ということで、満３歳になった翌月か

ら、幼稚園時間の児童については無償化の対象にするという基準が適用されます。本来

の二歳児にあたる子どもが誕生日を迎えた翌月から保育料に相当する金額が無料になる

という、同じ市内でも保育所と認定こども園で取扱いが違うことになります。無償化と

いう意味では保護者にとってメリットかもしれませんが、不平等、不公平が生じるとい

うデメリットもあると認識しています。 

 

 全ての保育所が一律に認定こども園になるというわけではありません。 
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 システム的に適用されるということは、子どもたちは皆、年齢が上がっていくので、

多分保護者も納得されると思います。特に問題はないかと思います。実際に子どもを預

けてみて、今まで文部科学省や厚生労働省の所管ということでカリキュラム的に違いが

あったかと思うのですが、それらについてはどうでしょうか。 

 

 その点については、活動内容等はこれから精査して詰めていく必要がある部分があり

ます。具体的に教育委員会に関係する部分としては、生地こども園、石田こども園、さ

くら幼稚園は年に一度、教育事務所からの指導を受けるということで訪問研修会が実施

されていました。これは文部科学省の所管として実施されていましたが、文部科学省の

所管から外れるため、今後どうなるのか、現在検討されているところです。もしかした

ら、園訪問は実施されなくなるかもしれません。園側が指導を受ける機会はあると思い

ますが、教育委員や教育委員会事務局が訪問するという機会は今後なくなるかもしれま

せん。あくまでも、これは決定ではありません。所管する省庁の違いにより、色々と付

随する活動が変わってくると思います。しかし、子どもたちの日々活動している中身は

基本的には変わらないものと認識しています。 

 

 分かりました。 

 

 地区の方から色々と聞かれることも多い案件であると思い、少し時間を取って説明し

ました。 

 次に、「報告第３号 市議会９月定例会において議決された教育委員会関係議案」につ

いて報告願います。 

 

 それでは、「報告第３号 市議会９月定例会において議決された教育委員会関係議案」

についてご説明します。今回、(仮称)くろべ市民交流センターの新築工事関連の議案が

ありました。９月定例会初日である９月１日に議決されました。本日 10時から、旧庁舎

跡地において安全祈願祭が行われたところです。まず、一つ目の議案は、「(仮称)くろべ

市民交流センター新築工事（建築主体）請負契約の締結について」です。本件について

は、「市民が集い学ぶ文化・交流の拠点」を基本コンセプトとして、図書館を核とし、市

民会館や公民館での市民活動、生涯学習のほか子育て支援センターなど多機能が融合す

る中心拠点誘導施設を新築するものです。契約の概要ですが、工事名は「(仮称)くろべ

市民交流センター新築工事（建築主体）」、契約金額は「23億７千百５万円」となります。

契約方法は「条件付き一般競争入札」で、落札率は「99.98％」、契約の相手方は「前田

建設工業・桜井建設・大高建設(仮称)くろべ市民交流センター新築工事（建築主体）特

定建設工事共同企業体」となります。工期は「令和５年３月15日まで」となり、開業は

令和５年の夏を予定していますが、４月から７月、８月までの間は引っ越しや外構工事

等が控えていることになります。施設の概要については、構造が「鉄筋コンクリート造

一部鉄骨造 地上４階建」、延床面積が「7,167.95 ㎡」となります。次に、二つ目の議

案は、「(仮称)くろべ市民交流センター新築工事（電気設備）請負契約の締結について」

です。本件の契約の概要ですが、工事名は「(仮称)くろべ市民交流センター新築工事（電

気設備）」、契約金額は「２億７千９百40万円」となります。契約方法は「条件付き一般

競争入札」で、落札率は「99.80％」、契約の相手方は「北陸電気工事・中西電気(仮称)

くろべ市民交流センター新築工事（電気設備）特定建設工事共同企業体」となります。

工期は同じく「令和５年３月15日まで」となります。最後に、三つ目の議案は、「(仮称)

くろべ市民交流センター新築工事（機械設備）請負契約の締結について」です。本件の

契約の概要ですが、工事名は「(仮称)くろべ市民交流センター新築工事（機械設備）」、

契約金額は「４億３千３百95万円」となります。契約方法は「条件付き一般競争入札」

で、落札率は「99.97％」、契約の相手方は「吉枝工業・北陸水道工業(仮称)くろべ市民

交流センター新築工事（機械設備）特定建設工事共同企業体」となります。工期は同じ

く「令和５年３月15日まで」となります。説明は以上です。 
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 質問がありましたら、お願いします。（なし） 

 次に、「報告第４号 黒部市議会９月定例会一般質問・答弁要旨(教育委員会関係)」に

ついて報告願います。 

 

 それでは、「報告第４号 黒部市議会９月定例会一般質問・答弁要旨(教育委員会関係)」

についてご説明します。９月定例会での教育委員会関係の質問については、会派の代表

１名、個人５名の計６名から計21項目の質問が出されたところです。簡単ではあります

が、報告します。（以下、質問議員等） 

 

 質問議員等：代表質問 自民クラブ 小柳勇人議員 

 質問事項 ：総合振興計画の後期策定と自由度の高い財源確保について 項目１件 

 

 質問議員等：谷村一成議員 

 質問事項 ：公共施設について 項目２件 

 

 質問議員等：中野得雄議員 

 質問事項 ：冬季のスクールバス運行について 項目４件 

       名水マラソンについて 項目３件 

 

 質問議員等：伊東景治議員 

 質問事項 ：これからのデジタル化社会に向けて 項目３件 

 

 質問議員等：柴沢太郎議員 

 質問事項 ：黒部踊り街流しについて 項目３件 

 

 質問議員等：成川正幸議員 

 質問事項 ：いじめ根絶に向けて 項目５件 

 

 説明は以上です。 

 

 ９月定例会の答弁についての報告ですので、答弁の内容の良し悪しではなく、細部に

ついての確認や質問がありましたら、お願いします。（なし） 

次に、「報告第５号 課等の事業報告（経過・予定）について」報告願います。 

 

〔経過事業〕 

〇８月27日 小中学校第２学期始業式 

〇９月 ７日 中学校体育大会 

 

〔予定事業〕 

○10月 ９日 小学校運動会 

〇10月12日 通常訪問研修(たかせ小学校) 

○10月12日 地区要望(生地、石田) 

○10月13日 地区要望(若栗、荻生、前沢、東布施) 

○10月18日 地区要望(田家、大布施、浦山、三日市) 

○10月20日 通常訪問研修(生地小学校) 

○10月25日 通常訪問研修(明峰中学校) 

○10月28日 通常訪問研修(石田こども園) 

○10月28日 地区要望(宇奈月温泉、愛本、音沢、下立) 

○10月29日 地区要望(村椿、内山) 
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学校給食センター所長 

 

 

 

 

 

 

 

〔経過事業〕 

○９月25日 企画展「山下麻衣＋小林直人 蜃気楼か。」(～12月19日) 

○９月25日 歴史民俗資料館 現地研修会「伝説の地を紐解く①」中陣のニブ流し 

○９月28日 (仮称)くろべ市民交流センター新築工事 安全祈願祭 

 

〔予定事業〕 

○10月 ２日 歴史民俗資料館 現地研修会「伝説の地を紐解く②」 

○10月 ７日 第１回成人式実行委員会 

○10月12日 第10回黒部市女性議会本会議 

○10月17日 公民館まつり(村椿) ※～11月中旬まで各地区で開催 

〔黒部シアター2021〕 

○10月 ３日 プレ・トークイベント「観劇前に知っておきたい『３つのこと』」 

○10月 ８日 招待公演「世界の果てからこんにちはⅡ」 

○10月 ９日 「鈴木忠志創造の軌跡」上映＋鈴木忠志Ｑ＆Ａ 

       プレミアムトーク 

○10月 ９日 一般公演「世界の果てからこんにちはⅡ」 

○10月10日 一般公演「世界の果てからこんにちはⅡ」 

 

〔経過事業〕 

○９月16日 ＫＵＲＯＢＥ型地域部活動 指導者説明会 

○９月24日 第38回カーター記念黒部名水マラソン第４回実行委員会 

○９月25日 ＫＵＲＯＢＥ型地域部活動スタート 

 

（予定事業） 

○10月23日 ＫＵＲＯＢＥアクアフェアリーズ Ｖ１リーグホームゲーム 

（vs 岡山シーガルス（23日、24日両日同一カード）） 

○10月 上旬 第２回ＫＵＲＯＢＥ型地域部活動あり方検討会 

 

※「第38回カーター記念黒部名水マラソン」の中止等について説明 

 

〔経過事業〕 

○９月 ３日 「あなたの大切ないのちをまもりましょう 

 ～日頃の気づきと声かけを～」（～29日） 

○９月 ７日 「がんを知りともに歩む ～すべての世代の人へ～」（～10月３日） 

 

〔予定事業〕 

○10月 １日 「おうちにいながら世界旅展」（～31日） 

○10月12日 「みんなで知ろう認知症 

 ～認知症になっても安心して暮らせるまちづくり～」（～11月14日） 

○10月15日 「認知症サポーター養成講座」 

 

※コロナ下での図書館の運用について説明 

 

〔経過事業〕 

○８月27日 第２学期学校給食開始 

○９月 １日 第２学期学校給食開始(幼稚園) 

 

〔予定事業〕 

○９月30日 黒部地場産学校給食の日(第２回) 

○10月６日 黒部地場産学校給食の日(第３回) 

 



こども支援課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

〔経過事業〕 

〇９月 １日 ２学期始業式 

○９月 １日 シェイクアウト訓練 

○９月25日 ふれあい運動会（生地こども園） 

○９月25日 なかよし運動会（石田こども園） 

○９月25日 運動会（さくら幼稚園） 

 

〔予定事業〕 

〇10月 ５日 美術館出前講座(スチレンボード版画作成)(年長児)（さくら幼稚園） 

〇10月 ８日 遠足《検討中》【生地こども園】 

○10月13日 遠足(５歳児)【石田こども園】 

○10月14日 サッカー教室（生地こども園） 

○10月14日 遠足(４歳児)【石田こども園】 

○10月15日 遠足(３歳児)【石田こども園】 

○10月21日 サッカー教室（生地こども園） 

○10月23日 公民館まつり【さくら幼稚園】(作品展示のみ～24日) 

○10月30日 公民館まつり【石田こども園】(作品展示のみ～31日) 

 

 各課等の事業報告について質問がありましたら、お願いします。（なし） 

 

※説明後の各課等の事業確認の際、生涯学習文化課長から、市職員による黒部踊り練習

会について説明 

 

 本日予定しておりました報告事項は以上です。全体を通して、追加等や資料以外のこ

とも含めて、何かありますでしょうか。（なし） 

次に、「６ 連絡事項等」についてお願いします。 

 

 （今後の日程について確認） 

 

〇教育委員会10月定例会    【日時】10月27日(水) 午後１時30分 

                【会場】201会議室 

○総合教育会議事前打合せ    【日時】11月中旬（15日(月)の週） 

○教育委員会11月定例会    【日時】11月26日(金) 午後１時30分 

                【会場】201会議室 

○令和３年度総合教育会議    【日時】11月26日(金) 午後３時30分 

                【会場】201会議室 

 

 事務局から日程等について説明がありましたが、委員には日程調整をよろしくお願い

します。 

 以上で、本日の会議を終わります。ありがとうございました。 

 

 

 上記、議事録の正確なることを証するために、次に署名する。 

 

 令和３年10月27日 

  署名人 黒部市教育委員会 教育長  中   義 文 


